




近年の土木建築に於いては、鉄筋コンクリート用材料として異形棒鋼を使用
することが一般化され、更に高強度化の傾向にあります。高強度の異形棒鋼
を使用した場合、従来のものと比較して設計上許容応力が大きくとれるので
鋼材料が少なくてすみ、且つ建物の高層化、梁スパンの拡大が容易でありま
すので建設費を経済的にすることができます。
当社におきましても、この種の高強度鉄筋の開発のために最新鋭設備、優れ
た製造技術、及び長年にわたる経験を最大限に生かし、極めて優秀な高強度
異形棒鋼U-CON®を製造致しております。
当社商品U-CON®は長年の鉄リサイクル技術を生かし、厳重な原料管理の基
に電気炉から炉外精錬を経て、圧延に至まで一貫して厳しい品質管理を行い
生産され、安定した品質を確保しております。需要家各位のご期待にそい得
るものと確信致しております。

※「U-CON®」は北越メタル株式会社の登録商標です。
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※炭素当量Ceq=C+Mn/6+Si/24+Ni/40+Cr/5+Mo/4+V/14

※異形棒鋼で、寸法呼び名D32をこえるものについては、呼び名３を増すごとに上表の伸び値からそれぞれ２減じる。但し、減じる限度は４とする。
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